
Japan Society of Educational Information

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Eduoational 　工nformation

日本教育情報学会　第 26回年会 （2010）

　　　　 我 が国の 体系的情報教育の 在 り方とカ リキ ュ ラム の 方向性
　　 　 　 　 　 　 　 　　 一日本 ・韓国・中国の 学習内容比較検討一

　　 　 　 　 　 　 　 　　 　 本村 猛能
1 ’

工 藤 雄司
掌2

　山 本 利
一事3

　森山 潤
’4

角 和博
寧5

　〈概要〉

　我々 は，情報教育 の 在 り方に つ い て ，2000年度 よ り高校 と大学 の 体系的情報 教育の 方 向性 を検

討 し，2007年度以降は，ブル
ーム （Bloom ，　B ．　S．）等 とペ レ グ リ

ー
ノ （Pellegrino，　J．　W ．）等の 評価

理論 に 基 づ き精査 して い る。本研究 は
， 情報教 育に関す る知識 ・理解及び情意面に つ い て ， 諸外

国 と の 比 較研究 を通 して カ リキ ュ ラ ム の 方 向性 を探 る こ とを 目的 とした 。

　今回 は，我 が 国 の 情報教育の 内容 を諸外国 で も検討す る ため，韓国 ・中国 の 中学 生 ・高校 生，
米国 の 大学新入生 に対 して も調査 を実施 した。そ の 結果，情報數育 の 要素 で あ る 「情報 の 科学的

理解 」 に関 し，日本
・
中国 の 高校生 よ り韓国 の 高校生 が ，中学 か らの カ リキ ュ ラ ム が体 系化され

て お り，よ り良い 理 解度で あ っ た。また，学習活動は，日本や 中国 ・韓 国 で は認知 的領域 や情意

的領 域を重視す るが ，米国 で は精神運動的領域 を重視す る傾 向がある こ とが明 らか とな っ た。

　 〈 キ
ー

ワ
ー

ド＞

1 ． は じ め に

　我 々 は ， 平 成 12 〜 20 年 度 ， 情 報 教 育

の 内 容 に つ い て 高 校 生 1832 名 を 対 象 に ，
学 習 の 認 知 度 と 重 視 度 を 検 証 し た 。

　 本 研 究 は ，先 行 研 究 と ブ ル
ー ム

，
ペ

レ グ リ ー
ノ 等 の 評 価 理 論

1 ）
に よ り ，情

報 教 育 の 新 課 程 に 向 け た カ リ キ ュ ラ ム

の 方 向 性 を 検 討 す る も の で あ る 。

情報教育，評価理論，カ リキ ュ ラム ，体系化，科学的理解

2 ． 実 践 お よ び 分 析 方 法
2．1 分 析 方 法 と 調 査 対 象

　 分 析 方 法 は ， 単純 集 計
・

因 子 分 析 で

あ る
Z 〕

。 対 象 は 我 が 国 （茨 城 t一千 葉 ）

中 学 生 266名 と 高 校 生 199 名 （普 通 科 ・工

業 科 ），韓 国 （清 洲 市 ） 中学 生 100名 と

高 校 生 322 名 （普 通 科
・工 業 科 〉， 中 国

（大 連 市 ） 中 学 生 111 名 と 高 校 生 101 名 ，

米 国 （カンザ ス州 グ ェ ネデ ィクテaン大 学 新 入

生 ） 大 学 生 38 名 の 計 1173 名 で あ る e

2，2 分 析 の た め の 評 価 票 と実 践 対 象
一情 報 教 育 フ ェ イ ス シ

ー
ト
ー

　 パ ソ コ ン の 有 無 ， コ ン ピ ュ
ー

タ 活 用 ，

情 報 教 育 目標 の 三 要 素 へ の 意 識 に つ い

て の 調 査 を 行 っ た 。
一情 報 必 須 用 語 認 知 度 調 査 一

　 情 報 必 須 用 語 は ，全 国 の 中 学 ・高 校

7 割 以 上 を 占 め る 教 科 書 必 須 用 語 と し ，

評 価 尺 度 は 5 件 法 で あ る 。 ま た ，指 導

内容 よ り
・情 報 シ ス テ ム ・情 報 演 習 ・

ネ ッ ト ワ
ー ク 技 術 ・情 報 社 会 ・情 報 モ

ラ ル ， の 5 カ テ ゴ リ
ー

に 分 類 さ れ た 。

一情 報 三 領 域 の 調 査
一

　 2000 〜 20 エ0 （平 成 12 〜 22 ） 年 の 経 過

を 見 る も の で ，活 用 ・技 能 等 の 精 神 運

動 領 域 （20 項 目 ） ，知 識 ・理 解 等 の 認 知

領 域 （工5 項 目） ， 情 報 社 会 参 画 態 度 等
の 情 意 領 域 （15 項 目 ） の 調 査 で あ る 。

3 ． 結 　 果
3．1 日 ・韓 ・米 の 基 本 調 査 比 較 結 果

（1）IT の 活 用 方 法 に つ い て

　 日 本 ，韓 国 ，中 国 は 5 〜 7 割 が IT を

日 常 生 活 の ツ ー
ル と し て ，米 国 は 5 割

近 く が 情 報 産 業 で IT を 使 用 と 回 答 。

　
一

方 ， 工 業 高校 と普 通 高 校 の 生 徒 を

比 較 す る と ，工 業 高 校 生 は IT の 専 門

家 に な り た い と 回 答 し た 割 合 が 各 々 有

意 に 多 い （X2 （3）＝20．9 ，
　 pく。01）。

（2） 情 報 要 素 習 得 に 向 け た 学習 意 欲

　 日本 ・米 国 は 情 報 活 用 実 践 力 ， 韓 国
・中 国 は 科 学 的 理 解 を 第 1 と す る 学 習

意 欲 で あ っ た 。 ま た ， 日 本 と韓 国 の 工

業 高 校 と 普 通 高 校 の 生 徒 を 比 較 す る と ，

工 業 高 校 の 生 徒 は 普 通 高 校 の 生 徒 に 比

べ て 情 報 の 科 学 的 理 解 に 対 す る 学 習 意

欲 が 有 意 に 高 い （t（322 ）Weich＝・　2　．66 ）。
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（
一

般 研 究 1）情報教育（1）

表 1，情報鰯彦用語の カテ ゴ リ
ー
別 認知度

各国の高校生 情報シ ス テ ム 情報実習・実践 ネッ トワ ーク技術 情報社会 情報モ ラル

鑼 論 織 辷
口．．工 　目　 n≡99

　 　 3．20−一一一一一一一一一一一一一
　 　 2．53−一一一■一一一一一一一一一
　 　 3．48

　 　 3．13−一一一一一一一山一一一幽一一
　 　 3．01−一一一一一一一一一一一一一一
　 　 3．24

　 　 3．34−一一一一一一一一一一一一一
　 　 2．29−一一一一一齟一一一一’一一
　 　 3．25

　 　 3．65−一一一一一1旧π罰ππ■
　 　 2．65−一一一一一一一一一一一7
　 　 2，74

　 3．37冖一一一一一一一一一一
　 3．11−一r隠■一一一一一一
　 3．49

壟 　
”

　　＝100
韓国普通i高喪 豆諏 凝
　 玉 工 菖

弄
　 ≡100

　 　 3。41曽一鬯冖劉檜一■一一齢”一鬩
　 　 3．45rr−一一πr■而一一一一一
　 　 3β 9

　 　 3，44−一曽一一一一一一一一一一凾一
　 　 3．49■n−一■一一一一一一一一旧一
　 　 3．37

　 　 3．64−一一一一一一一一一一一一一
　 　 3．90−一一一一一一一一一一一一一
　 　 3．57

　 　 3，65圏一一一一一一一一一一一一
　 　 3．25−一一一一一一一一一一一一
　 　 324

　 3．60−一一一一r冒而胃冖罰
　 3，14−一一一一冖一ππ一π
　 3．28

串離畿 綿 士
一　 　 2．74謄一齢一．一一齟．一匿一■凾
　 　 2．91

　 　 3．22一曹一一一一一一＿富回■一國一
　 　 2．78

　 　 2，16−一一一一一一一一一一一一一
　 　 3．03

　 　 2，89−■一一一一一一齢一齟一一
　 　 3，24

　 3．47齟一一r罰而一一一＿回
　 2．96

’
玉　　　　　　；38 2．99 3．56 3．06 2．89 3．29

表 2 ，情報教育の カ リキ ュ ラム イメ
ージ

第 1 因子の 主領域 第 2 因子の 主領域 第 3 因子の 主領域

日本　　普通高校
　　　 工 業高校
　　　　

．
畄

父

認知的領域

情意的領域
認 知 ・

情意的領域

認知的領域
捶

意 的 副

精神運動的領域

精神運動的領域」
　 渾 　　・

韓国　　普通 高校

　　　　工 業高校

　　　　　
愚

交

情意的領域
認知的領域

認知 白｛　 ，

精神 運 動的領域
情意的領域

精神運動的領

認知 的領域
精神運 動的領域
情意的卩

中国　　普通高校
　　　　中学校

認知 的領域
認 知的領垣

情意的領域
・

意的
精神運動的領城
精神運 動的卩 竝

” ・　 　 並 涌 高 　 唱
凡 L庄

　渾 　　　 麺 認 　 　・　 ∫
・圭

意 齷 A
垣

3．2 情 報 必 須 用 語 の 認 知 度

　 中 学 牛 で は 「メ デ ィ ア リ テ ラ シ
ー

」，

高 校 生 で は 「情報 モ ラ ル 」等 の 因 子 が 抽

出 さ れ た 。 ま た ， 5 っ の カ テ ゴ リ
ー

（表 1 ＞か ら は ， 日 本 ・中 国 は 「情 報 モ

ラ ル 」，韓 国 は 「ネ ッ ト ワ ー ク 技 術 」，
米 国 は 「情 報 実 習

・実 践 」に 関 心 を 示 す 。

3．3 ブ ルーム，ペ レグ 丱 ノ理 論 に よ る 解 釈

　 表 2 は ，諸 外 国 の 高 校 と 中 学 校 で の

認 知 ，精 神 運 動 ，情 意 的 領 域 の 因 子 の

優 先 度 を 示 す 。 ブ ル
ー ム 理 論 の 解 釈 で

は ， 日 本 の 工 業 高 校 生 と 韓 国 普 通 高 校

生 は 情 意 領 域 を ， 日 本 の 普 通 高 校 ・中

学 生 と 韓 国 工 業 高 校 ・中 学 生 は 認 知 的

領 城 を 優 先 し て い る 。
こ れ は ，

ペ レ グ

リ
ー

ノ 評 価 理 論 の 三 つ の 理 論 的 枠 組

（「認 知 （Cognition）」 「観 察 （Observation）」

「解 釈 （lnterpretation）」）で は ， 学 習 者 の

認 知 面 の 検 討 の 必 要 性 が 示 唆 さ れ た 。

4 ． 考 察 と ま と め
一

フ ェ イ ス シ
ー

ト
ー

　 コ ン ピ ュ
ー

タ 等 の 将 来 の 活 用 方 法 は ，

　 日 本
・
韓 国 ・中 国 が 生 活 重 視 に 対 し て ，

　米 国 は 仕 事 重 視 で 8 割 近 く で あ る 。

一
情 報 認 知 度

一

　 日 本 の 工 業 高 校 と 韓 国 ・中 国 の 中 学

　 ・高 校 は 「科 学 的 理 解 」を 重 視 ， 日 本

　 の 中 学 ・普 通 高 校 で は 重 視 度 が 低 い 。

一情 報 三 要 素 イ メ ー ジ ー

　 日 本 ・韓 国 ・中国 は モ ラ ル や 態度 等

の 「認 知 ・情 意 面 」を ，米 国 で は 実 践 等
の 「精 神 運 動 面 jを 重 視 し て い る 。ま た ，
日 本 の 普 通 高 校 は 申 国 ・韓 国 よ り 情 報

に 関 す る 知 識 の 理 解 度 が 低 い 。 こ れ は J

普 通 高 校 は
， 情 報 活 用 実 践 力 と 科 学 的

理 解 の 習 得 に 向 け た 動 機 付 け が 不 足 な

た め ，知 識 定 着 が 難 し い と推 察 さ れ る 。

　 す な わ ち ，普 通 高 校 で は ， 中 学 校 の

学 習 を 元 に 教 科 「情 報 」 の 導入 段 階 で ，

目標 で あ る 情 報 活 用 能 力 の 習 得 に 向 け ，
生 徒 に 学 習 の 意 味 づ け と 適 切 な 動機 付

け が 極 め て 重 要 で あ る と 示 唆 され た 。

　 今 後 は ， 韓 国
・中 国 な ど ア ジ ア 圏 と ，

ヨ
ー

ロ ッ パ ・ア メ リ カ 等 の 文 化 圏 と の

異 文 化 に よ る 思 考 過 程 の 差 異 を 踏 ま え

た 比 較 研 究 を 進 め て い く 予 定 で あ る 。

※ 本 研 究 は 本 村
．
（代 表 ）に よ る 平 成 22

〜 24 年 度 科 学 研 究 費 基 盤 研 究 （C ）〔課

題 番 号 22500893 〕の 助 成 を 受 け て い る 。
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